
 

 

社会福祉法人落穂会では児童発達支援センターの機能運営の強化に向けて自

己評価の項目について外部のものによる評価を令和 7年 3月 20日に行いました。 

（加算要件⑧自己評価の項目について、外部の者による評価（自治体、当事

者団体、地域の事業所等の同席や第三者評価等）を概ね１年に 1回以上受けて

いること） 

その結果について公表いたします。 

 

社会福祉法人落穂会 令和６年度 第３回評議員会 

１ 開催日時   令和７年３月２０日（木曜日） 

   午後１時００分から午後３時１０分まで 

２ 出席者    評議員総数  ７名  監事総数  ２名 

  評議員出席者 地域代表者 家族会代表者 弁護士 民生委員 福祉施設代表者  

学校関係者 県議会議員      

   

    令和 6 年度の児童発達支援センターの地域における障害児支援の中核的役割につ

いて説明を行う。説明としては社会福祉法人落穂会が運営する三か所の児童発達支

援センター（児童発達支援センター歩路、児童発達支援センターゆうひが丘、児童

発達支援センターあさひが丘）についての説明および児童発達支援センターが果た

すべき四つの機能を中心に資料に沿って説明をした。 

４つの機能については 

① 幅広い高度な専門性に基づく発達支援・家族支援機能 

困難ケースの受け入れや愛着形成プログラムあったかタイムの実施、また公認

心理師、言語聴覚士、理学療法士、作業療法士、保育士、児童指導員等による

チームアプローチの実施。家族支援・きょうだい児支援（ペアレント・プログ

ラムや保護者会兄弟児会等）について説明をした。 

② 地域の障害児通所支援事業所に対するスーパーバイズ・コンサルテーション機

能（支援内容等の助言・援助機能） 

地域の事業所への講話および見学の受け入れ、また関係機関連携研修会、子ど

もの発達研修会の開催。支援プログラム作成研修会、他事業所セラピスト等の

実習の受け入れも積極的に行った。障害児入所施設未就学児童の制度外での受

け入れも行った。 

③ 地域のインクルージョン推進の中核としての機能 

保育所等訪問支援の実施及び啓発活動、幼稚園、認定こども園、保育園、学校

等から気になる子どもの相談、及び園児観察を行いアドバイスを行った。児童

養護施設との連絡会、保健センター開催の総合発達相談会への職員派遣、地域

交流室を活用し地域のお年寄りとこども達が昔の遊びをしたり、秋祭りを開催

したりとふれあいの機会を持った。すべての子育て家庭向け子育てセミナーお



 

よび、ペアレント・プログラムの実施。こどもと家族の憩いの場、キッズステ

ーションフェリーチェを開催し、子どものあそび場と家族のカタリバ相談会を

実施した。 

④  地域の障害児の発達支援の入り口としての相談機能 

児童発達支援センターでは随時見学・相談を各家庭及び関係機関から受付を

している。さらにすべての子育て世帯からの相談を受けられることがわかる

チラシを作成し幅広く広報活動に努め、相談しやすい環境づくりを行ってい

る。 

また、鹿児島市に 18か所ある児童発達支援センターの連携を図るため、センター会議

の開催を呼びかけ、それぞれの取り組みや今後の連携について話し合いを行った。 

 

質問・意見は下記の通り 

 

（A評議員） 昨今人手不足が取り沙汰されているが、人員体制はどのようになっているか。 

（副理事長） 事業運営については、必要人員配置を満たしているが、一部の事業所にお

いて加配職員を満たせていないため、継続して職員の応募をかけていく。  

（理事長） こどもの数は減っているが、特別な支援を必要としているこどもは全国的に

増えている。職員を手厚く配置し、センターとして地域の中核機能を果たしていき

たい。 

 

（B 評議員） 事業所が急増していると聞くが、急増している事業所とはどのようなタイ

プの事業所が増えているのか。 

（理事長） 児童発達支援事業所、放課後等デイサービス事業所、就労継続支援 B型事業

所が増えてきている。その大部分は民間企業、NPO 法人が中心である。指定要件を比

較的容易に満たせるため開業が簡単に行える状況である。 

 

（C評議員） 児童発達支援センターはどのように選ばれるのか。 

（副理事長） 手挙げ式であるため、認可が下りればどこでもセンターになれる。 

（理事長） 施設基準については、事業所よりはやや厳しい状況であるが、ソフト面に 

ついては厳格な基準はない。 

 

（D評議員） センターに求められる４つの機能は監査対象ではないのか。 

（副理事長） 現在は監査対象ではないが、監査の際に話題になると思われる。 

 

（E評議員） 療育を受けているこどもたちがどのように変わったのか等、客観的なツール

を作り、評価をきちんと受けられたところがセンターとして運営した方がよいのでは

ないか。 

（理事長） 保護者からの事業所への療育に関するアンケートを実際に行うなど、外部評



 

価の仕組みは既に存在しており、アンケート結果は公表する義務がある。 

 

（F評議員） 児童発達支援センターとして、国が示す役割をよく果たしていると思う。4

つの中核機能について落穂会で様々な取り組みを行っていることが良くわかり、ぜひ、

今後も継続して取り組みを行ってほしいと思う。センターに求められる４つの機能に

ついては、本来行政がやるべき業務を社会福祉法人に主体的にやってほしいというこ

となのではないか。センター機能の役割を担わせるのであれば、役割が果たせていな

いセンターについてどうするかを行政は検討するべきである。センター会議について

は落穂会が主導して行っているとのことなので、障害福祉課もさらに協力的に実践で

き発展できるように行政にも働きかけてほしい。 

（副理事長）貴重なご意見をいただきましたので、今後も児童発達支援センターとして地

域のこどもや家族のために中核機能が果たせるよう精進いたします。 

 

  


